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ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ時にﾋﾟｰｸが出ない。 

ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞを行っても、ﾋﾟｰｸが全くでない。真空は問題なくたちあがっているのに、ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞをして

も、ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ中にﾉｲｽﾞしか出ない状態の場合、原因がどこにあるのかを切り分けるには、MSD 単体で

立ち上げる方法が有効です。 

MSD 単体で立ち上げるとは、ｶﾗﾑを接続せず、MSD ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのｶﾗﾑﾅｯﾄ接続部にﾌﾟﾗｸﾞ栓をして立ち上げ

ることです。 

 

ﾌﾟﾗｸﾞ栓：穴無しﾌｪﾗﾙ：5181:3308 を MS ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ用ｶﾗﾑﾅｯﾄ：05988-20066 に入れて作成します。 

        5181-3308              05988-20066 

  

 

 

 

 

MSD 単体で立ち上げてｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞがﾊﾟｽするようであれば、ｶﾗﾑやｶﾗﾑの取り付けに問題がある可能性

があります。 

ｶﾗﾑの断線やｶﾗﾑﾅｯﾄの締め付け過ぎによるｶﾗﾑの破損等が原因で多量の漏れがある場合、真空ﾎﾟﾝﾌﾟは

問題なく立ち上がっていても、ｲｵﾝを飛ばすことができない状態となることがあります。 

MSD 単体で立ち上げても現象が改善しない場合は、ｲｵﾝ源のｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、ｲｵﾝ源の組み立て直し、配線の確

認等必要となります。 

それでも現象が改善しない場合は、ﾄﾗﾝｽﾌｧｰﾗｲﾝの破損や基盤の故障の原因が考えられます。 

 

プラグ栓を使用してMSD 単体で立ち上げることは、ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞで漏れがあった場合、MSD で漏れてい

るのか？、注入口で漏れているのか？の切り分けとしても非常に有効な方法です。 


